
 

改善箇所説明図 

 

 

 

 

     

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、クォータウィンドウガラスを対策品と交換する。 

 

 

識別：改善済車両には車台番号打刻の１桁目の上に黄色ペイントを塗布する。 

注：   は交換部品を示す。

後席ドア後部のクォータウィンドウガラスのモールディングにおいて、取付構造が不適切

なため、冷熱の繰返しで取付部が劣化して剥がれることがある。そのため、浮きや異音が発

生し、最悪の場合、モールディングが脱落するおそれがある。 

基準不適合発生箇所 
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